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平成 29 年度第２回 鎌倉市障害者支援協議会全体会 会議結果概要 

開催日時 平成 29 年 10 月 24 日（火）14 時から 15 時 15 分まで（第 1 部全体会のみ） 

開催場所 鎌倉市福祉センター２階 第１・２会議室 

出 席 者 

〔全体会委員〕 

○17 名出席（2 名欠席） 

〔運営会議委員〕 

 ○3 名出席   

〔オブザーバー〕 

○欠席  （横須賀三浦障害福祉圏域 地域生活ナビゲーションセンター 

社会福祉法人湘南の凪支援センター凪） 

〔事務局〕 

○4 名出席（内 1 名運営会議委員） 
 

以上 23 名出席 

「平成 29 年度鎌倉市障害者支援協議会 第２回全体会 出席者名簿」を参照 

 

 

 

配布資料 

 

 

 

 

 

・第２回全体会等 会議次第 

・第２回全体会 出席者名簿  

・（資料１）平成 29 年度権利擁護・相談支援部会の活動状況（中間報告） 

     （参考添付：「相談支援のための精神保健福祉情報ガイド☆かまくら」） 

・（資料２）平成 29 年度地域生活支援部会の活動状況（中間報告） 

・（資料３）平成 29 年度就労支援部会の活動状況（中間報告） 

     （参考資料：「仕事応援ガイドブック」）  

 ・（資料４）平成 29 年度こども支援部会の活動状況（中間報告） 

      （参考資料：「サポートファイルかまくら」周知用ポスター）  

・基幹相談支援センター研修会案内チラシ 

「総合支援法改正と報酬改定＝30 年 4 月から何が変わるのか＝」 

・平成 29 年度鎌倉市障害者支援協議会 第 3 回専門部会の開催予定 

 

 

 

 

会議概要 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○開会 

冒頭、委員等の出席状況、会議の成立、配布資料及び記録作成のための録音を行う旨の

報告・確認を行った。 

また、今回は、第 1 部として全体会を、第 2 部として障害者福祉計画推進委員会委員と

の意見交換会を実施することが確認・了承された。 

その後、寺田会長の開会あいさつに引き続いて、第２回全体会次第に基づいて会議が進

められ、その概要は以下のとおりでした。 
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会議概要 

（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○議題（協議事項） 

１．各専門部会の活動状況（中間報告） 

  各部会長から資料に基づいて、今年度の専門部会での協議・取組みの状況等に

ついて、それぞれ次のとおり中間報告が行われ、基本的に報告内容について了承

された。 
 

 （１）権利擁護・相談支援部会 

  《協議・取組み状況等の報告》 

  ①障害者施策への提言（鎌倉市障害者福祉計画の改訂に向けた協議会からの意見） 

   の提出について   

・29 年度第 1回全体会等までの協議を経てまとめられた障害者福祉計画の改訂に 

向けた提言（5項目・19件）について、主に権利擁護・相談支援部会に関連の 

深い事項を中心に協議・確認を行った。 
 

②『相談支援のための精神保健福祉情報ガイド☆かまくら』の検討について     

・本ガイドは基本的に支援者による活用を想定していたが、当事者や家族による

利用も十分想定される内容にまとまってきたことから、改めて全体構成を見直

し、再度、修正案の最終的な検討・確認を図ることとした。  

・全体構成等を見直した「精神保健福祉情報ガイド」修正（案）の内容について 

確認し、完成版とすることを確認した。 

また、協力を得た市内クリニック等の医療機関を始め、相談支援事業所連絡会、

居宅事業所連絡会、地域包括支援センター等へ配布・説明していくことを確認

した。 
 

③精神保健福祉（障害）をテーマとする協議会での検討・協議のあり方について 

・精神障害者に係る今後の課題をどのように整理し取り上げていくかについて、 

今年度の検討、協議テーマの一つとしていくことを確認した。 

なお、精神保健福祉情報ガイドの作成を進めるため参加した 3 名の臨時委員に

ついて、本テーマの検討にあたっても継続して依頼していくことを確認した。 
   

《主な委員からの意見等》 

  ・精神障害に対応した地域包括的なシステムでは、32 年度までに必要な協議の場 

   を作っていくことが求められている。障害者支援協議会とは別に協議会を作る 

のか、障害者支援協議会を活用した形にするのかを示していくことが必要では 

ないか。 
 
 

 （２）地域生活支援部会 

  《協議・取組み状況等》 

  ①障害者施策への提言（鎌倉市障害者福祉計画の改訂に向けた協議会からの意見） 

   の提出について   

・29 年度第 1回全体会等までの協議を経てまとめられた障害者福祉計画の改訂に 

向けた提言（5項目・19件）について、主に地域生活支援部会に関連の深い 

事項を中心に協議・確認を行った。 
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会議概要 

（続き） 

 

②交流活動の取り組みについて 

  ・大船まつり、今泉さわやかセンター及び腰越行政センター等の講座等へ参加し 

大船まつりへは来年度以降も参加継続を検討していくことを確認した。 
 

③地域生活を支えるための課題の検討 

  ア．鎌倉市移動支援サービスに関するガイドラインについて 

 横三障害保健福祉圏域、近隣市の状況の比較検討を行った。これまでの部会 

での協議等を踏まえ、市としてガイドラインの見直しの検討を進めていき、

改めてその素案等を部会で検討・協議していくこととなった。 
 

イ．地域生活支援拠点等の整備について 

    共同生活援助（グループホーム）に関する横三圏域の実態調査の結果を踏ま 

    え、地域生活支援拠点の整備の課題等について検討していくことになった。 

   ウ．鎌倉市避難マップ改訂版について内容の確認を行い、情報共有を図った。 
  

《主な委員からの意見等》 

 ・地域生活支援拠点の整備について、各調査結果等も踏まえながらどの様な方向 

で進めていくべきなのか、協議をさらに進めて欲しい。 

  

（３）就労支援部会         

  《協議・取組み状況等》 

  ①障害者施策への提言（鎌倉市障害者福祉計画の改訂に向けた協議会からの意見） 

   の提出について   

29 年度第 1回全体会等までの協議を経てまとめられた障害者福祉計画の改訂に 

向けた提言（5項目・19件）について、主に就労支援部会に関連の深い事項を 

中心に協議・確認を行った。 
  

 ②「就労支援事業所学習会」について開催経緯、実施内容及び参加状況等を報告

した。 
  

 ③「仕事応援ガイドブック」の作成・活用について 

   各事業所へ作成について依頼し、データを集約、今年度の完成版としてカラー 

印刷し、配布方法やホームページへの掲載及び次年度以降の更新等を確認し、

了承された。 
   

④一般・企業等との連携 

   平成 28 年度に協議された企業に対する「説明会等の企画」について、今年度も 

   継続し「障害者雇用に向けた養護学校見学と支援制度説明会」の実施により障

害者雇用の機会促進に繋げることを確認し、商工会議所等へ広報し進めること

が了承された。 

また、市内法定雇用率未達成企業訪問をハローワーク藤沢、障害者福祉課等と

協働実施しその内容を報告した。 
  

  ⑤就労継続支援 A 型事業所の動向等について 



4 

 

会議概要 

（続き） 

 

   平成 29 年度 4 月の運用の見直しの内容について‐例えば訓練等給付費からの 

給料の支払いは認めない等－の情報共有を図った。 
 

《主な委員からの意見等》 

 ・事業所の情報公開を進めていくことからも、ガイドブックのそうした取り組み

が今後さらに重要になってくる。情報公開が求められる項目について、加えて

いくことも検討されたい。           
 
 

（４）こども支援部会 

  《協議・取組み状況等》 

  ①障害者施策への提言（鎌倉市障害者福祉計画の改訂に向けた協議会からの意見） 

の提出について 

29 年度第 1回全体会等までの協議を経てまとめられた障害者福祉計画の改訂に 

向けた提言（5項目・19件）について、主にこども支援部会に関連の深い事項 

を中心に協議・確認を行った。 
         

②「サポートファイルかまくら」の周知・活用 

   ア．説明会用資料について内容確認し、周知用ポスター500 枚を作成し、順次各関

係機関等へ掲示依頼した。 

イ．支援者向け説明会の実施状況 

  発達支援室及びこども部会が連携し推進することが確認され、説明会資料等を

活用し相談支援事業所、市関連課等合同説明会の実施状況を確認した。 

ウ．「サポートファイルかまくら」活用状況に関する調査の検討について 

  実際に記入されている保護者、本人及び関係者等を対象にしたモニター調査と 

してのアンケート調査の実施を検討していくこととなり、項目・内容の検討を 

行った。 
   

③通学支援の課題について 

   自力での移動は、自立・社会性の習得及び体力維持等にあたって必要かつ有効とい 

う意見の一致があり、通学時の見守り活動の関係者等への聞き取りを行った状況に 

ついて確認するとともに、継続して協議・検討を進めることを確認した。 
   

④こどもの家（学童保育）における障害のある児童への支援等について 

   教育とのコラボレーションも含め、現状や課題等について共有していくとともに、 

部会としてどのように関わり取り組んでいくか協議・検討し、継続課題とした。 
 

《主な委員からの意見等》 

  ・従前からサポートファイルの必要性を感じていたので、ご家族にも進めたが、 

作成がすごく大変という受け止めをされている方が多かった。 

作成を負担に感じている方に対する関係機関等によるサポートが必要ではない 

か、また、活用する専門機関等の受け止め方を図っていくことも普及していく 

上で重要ではないかと思う。 

  ・通学時の見守り活動の関係者等への聞き取りについてまとめられた資料があれば 
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会議概要 

（続き） 

 

 

 

  提供して欲しい。 

  →手始めとして、活動している一部の人に状況を聞いたところであり、全体的

なまとめということは、まだこれからの取組みと考えている。 

 

２．基幹相談支援センター活動報告 

 ・研修会事業として、又村あおい氏講演会「障害者総合支援法の改正と報酬改定＝30

年 4 月から何が変わるのか＝」を 12 月 11 日に実施予定である旨を報告した。 

 

３．その他                                    

以下について、事務局から連絡した。 

・29 年度第 3 回専門部会開催予定（一部資料訂正）について 

・29 年度第 3 回全体会開催予定について  

30 年 2～3 月の日程で調整する予定で改めて開催通知を送付する。 

 

以上、会長からの【第 1 部】の全体会の会議終了の挨拶により、閉会。 

 

 

 引き続き、【第 2 部】障害者福祉計画推進委員会委員との意見交換会を実施 

 （会議概要は、別途） 

 


